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千葉県水産試験場研究報告第35号(1976年)

ヒラメ刺網漁場における漁況の短期変動

とくに水温との関係について

川上正治

定地水温結桑?を用いた。

漁獲に関する資料は鴨川市江見町漁業協同組合太見

支所所轄の魚市場における刺網漁船の水揚資料を用い

た。

結果と考察

調査時期における周辺海域の海況特性 表1に連続

観測で求めた表面水温の旬平均値を千倉およびノN奏で、

測定した水温の旬平均値、平年値(千倉:42~47年平

均値、小湊・ 41~47年平均値を平年{直と呼ぶ)と比較

して示した。

ごれから千倉の水温は 6 月上、中旬は20~21'C台で

平年値よりO.5~ 1. 5'C高日であったが、同月下旬に大

幅に降温し 7 月中旬まで18'C台で経過し逆に1. 6~3.4

℃低自であった。 7月F旬にいくぶん昇温し、以後8

月下旬まで20~22'C台で経過したが、やはり平年値よ

りは0.2~4.0'C低目だった。小湊の水温は千倉とほぼ

類似した経過をたどっているが、大幅に降温したのは

千倉が6月下旬なのに較べて小湊のそれは7月上旬で

あり、 1旬遅れている。 6月下旬以降の水温は7月下

旬に平年値を0.1'c上廻ったのを除けばいずれも 0.9~

4.2'C低目であった。千倉では7月中旬、 8月上、 下

旬に、小湊では7月中旬、 8月中、下旬に著しい低温

現象がみられ、いずれも 3'c以上低目であった。
地理的に千倉、小湊両地区は調査海区からそれぞれ

南北に約20出離れているが両地区とも水温の変動傾向

はよく一致し、海況的に類似した海域であるといえる。

連続観測で求めた水温の変動過程を千倉、小湊と対比

させるとほぼ同じような傾向をたどっていることが認

められ 6 月上、中旬は20~21'C 台、 6 月下旬~7 月中

旬は17~19'C 台、 7 月下旬以降 8 月下旬まで20~22'C

台で経過している。これらのことから調査海区は平年

より 6月上~中旬は高目に、同月下旬以降8月末まで

低目に経過したと判断される。

漁場沖合の海況の概況をみるために示したのが図2

である。外房海域(南部海域)の水温は6月では表面

Pα?αlichtli噌 S o/ivαceus (Temminck et 

Schlegel)は日本各地の沿岸海域に生息し、千葉県で

は主として底曳網、刺網、釣によって漁獲され、年間

に約500トンの水揚げがみられている。

ヒラメの資源生態に関する研涜it少なく、ことに環
境との相互関係については千葉水京詐千葉県天津にお

ける年間漁獲量と黒潮の離接岸とのあいだに正の相関

があり、自在岸距離が大きいほど漁獲量は多いと報告し

ているぐらいで、漁況の短期的変動を環境と直接に関

連づけているものは全くみあたらない。ヒラメが底楼

魚類のため生息環境を連続して直接調査することに困

難を伴なうこと、また、月一度の海洋観測のような現

行の調査ではその目的が水系掌握に重点をおいた内容

のため、生息域の海底に接する海水の動向解明に利用

されにくいことが報告の少ない理由であろう。

著者らは、短期日で激しく変動する漁況とそれに及

ぼしている環境要因を明らかにするために、ヒラメの

盛漁期である 50年 6~8 月の 3 ヶ月間に鴨川地先のヒ

ラメ刺網漁腸内で水温を中心とした連続観測を実施し、

漁況とのあいだに 2，3の知見を得たので報告する。

本調査を実施するにあたって全期間中、漁場内で、の

観測をして下さった鴨川市江見町漁業組合の鈴木三郎

氏、また本文をとりまとめるにあたって有意義な御助

言を賜わった当場の海洋資源、 j主海資源両研究室の方

方に心から感謝の意を表する。

宮沢公雄

ヒラメ

資料と方法

連続観測は昭和50年 6~8 月の 3 ヶ月間、図 l のよ

うにヒラメ刺網iff.¥J1晶内に定点を設けて連日実施した。

表面水温はX目盛棒状温度計を、底層(水深16~18m)

はプロペラ式車部』水温計を用いて測定した。気象およ

び潮流流向等の項目は目視にたよった。

海況解析にあたっての資料として当場で毎月実施し

ている漁海況予報沿岸定線調査結集¥第2ふさみ丸に

よる漁場調査結案、海上保安庁水路部の海洋速幸広お

よび東京水産大学小湊実習場と当場でわごなっている
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で沿岸域20~21'C台、沖合域22~24'C 台、 50m深ても?G

岸域16~19'C台、沖合域20~21'C 台、 5印Om深で

1日5'C 台、 i沖中合域1凶6~1ω9'C 台、 8 月では表面で23~25'C

台、 50m深で、16~17"C台の分布で、平年値(昭和39~

49年の11ヶ年平均値)並から 3'c高目としてあらわれ
た他は各月とも各層にわたって低く、表面では 7月は

1 ~4 'c、8月はo~ 1 'c 、 50m深で、は 6 月は 0~1

℃、 7月はo~ 3 'c、8月は 1~4 'cいずれも低目で
あった。

地形的に房総海域における沿岸水の動態は黒潮流軸

の形態によって支配されぎ。調査当時の房総南部海域

における黒潮流車断立置は表2に示した。 7月前半およ

び 8 月後半にいくぶん接岸傾向(野島埼沖30~35マイ

ル)がみられたほかは概して離岸して流れ(野島埼沖

40~60Y'イ Jレ)、ごの接岸も不安定なものであった。

上記のことがらを整理すると、昭和50年 6~8 月に

おける外房海域の海況特性は、黒潮流軸は不安定で全

般的に離岸した型で経過し、沿岸域の水温は6月にほ

ぼ平年並だったが7月には著しい降温化が認められ、

この傾向は8月まで引き継がれた。調査海域も沖合側

の低温水の影響を強く受け、 6月下旬以降8月末まで

全般的に低目であったといえる。

鴨川市

太平洋

弓ごみ
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/ 
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表 1 旬別平均水温il宣と千倉、小湊における
定地水温との比較

、::((定帆引点I1 ) 千倉 小{妻平均値 平均値平年fll.平均値平年値

50. 上 20.4 20.1 19.6 21. 3 22.2 

6 中 21.1 21.6 19.3 22目2 20.2 

下 19.5 18.5 20.1 20.2 21.1 

上 18.3 18.8 20.4 19.9 21. 0 

7 中 17.6 18.1 21.5 19.1 22.1 

下 22.3 22.5 22.7 23.6 23.5 

k 20.1 20.3 24.3 23.1 25.3 

8 中 21.4 22.1 23.3 21.8 24.9 

下 20.1 20.4 24.0 20.7 24.9 

千倉平年値は42年~47年の平均値
小湊平年値は41年~47年の平均値
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図1 調査海域

@ 定点観測点 (e) 定点観測点(南西成の強勢の日)0調査当時における主要なヒラメ刺網漁場
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表2 野島崎沖における黒潮本流中心部の位置、流向、 I布車むよひ号表面水温

言k旦E方 向 距離(M) 流向・流速 表面水温I'CJ 備 考

50. 6.1-17 S/S E 60/40 NE/NE2.0 /25.0 やや離岸

6.17-7.2 S 55 ENE3.5 25.5 高佐 岸

7.1-16 S 30 NE 23.0 接 岸

7.15-29 S 60 E1.5 28.0 間住 岸

7.30-8.14 5 55 E N E2.0 27.0 再生 岸

8.14-9.3 S 35 ENE 離 岸

連続観測結果による水温変動水温は連日午前(6 

-9時)に表面と底層を測定した(附表1)、この全測

定値をプロッ卜したのが図3である。水深16-18mの

浅海でも表面と底層のあいだにそれぞれ独立した動き

がみられる。すなわち、 6月27-29日、 7月18-20日、

26-27日には表面では昇温しているにもかかわらず底

層では著しい降温がみられた。また、 8月15-17日に

は表面では 2"C以上の急激な昇温がみられたのに底層

では横這いであった。この事実は、外海に面した水深

20m以浅のごく浅海域においても海況を言及するため

には異水系の接合関係を考慮しなければならないこと

が示唆される。層間水温較差は0-4.7"Cで7月下旬わ

よび8月中旬で大きく、 6月は月間をとわして小さか

った。この7月下旬および8月中旬は黒潮流軸の最も

離岸した時期に対応している。桜く陸岸に近い浅海域

でみられる上記の現象は、暖水としての黒潮系水、冷

水としての親潮系水と関連させた沿岸水系を考慮しな

ければ特異現象を解明するには困難を伴なうだろう。

水温と漁獲量前出の凶3に1日l隻あたりの漁獲

量を水温と対比させて示しである。月別の漁獲量は8

月が最も多く 11.2kg(延115隻、総漁J蔓量1，284kg)、つ

いで7月の7.0kg(延64隻、総漁獲量447kg)、6月は最

低で4.0kg(延33隻、総漁獲量133kg)であった。全期

間をとおして 1日1隻あたりで最多漁獲のみられた日

は8月8日の24.7kgでこの日は3隻が出漁した。

図4に1日1隻あたりの漁獲量と生息域水温(底層

水温)との関係を示したが明縫な関係は得られなかっ

た。調査期間中水温13.4-23.9"Cの範囲で漁獲され、

その較差は10.5"Cにおよんでいる。しかし、好漁は14

(資料・海上保安庁水路部、海洋速報)

-17"C台の低温時にみられている。ヒラメ刺網漁況は

図4に明らかなようにその時点での水温値だけによっ

て決定きれない。そこで水温の変動過程と漁況との関

係を明らかにする目的で底層水温と 1日1隻あたり漁

獲量の前日較差を対比させ図5に示した。前日より降

温した例では6月で86%、7月で90%、8月で67%、

3ヶ月平均で81%が漁獲量は前日より増加する。前日

より昇温した場合では6月は86%で逆に漁獲量は減少

するが7、8月には増減の主要向は明僚でない。

漁況と水温との相互関係をより明確化する目的で、

沖合海域(鴨川|沖5-15マイル)における 6-8月の

垂直水温イソプレットと 1日1隻あたり漁獲量との関

係を求め、図6に示した。これによると、中層(50m

以深)水温か将温化傾向にあるときは50m以浅(ヒラ

メ刺網漁場の水深は10-50m)にきわだった動きがな

くても漁獲量は増加し、逆に降温化がとまり昇温化傾

向を示すと減少する現象か主主められる。また、短期日

で水温の昇降が激しいほど安定したときよりもヒラメ

の好漁が期待できるといえる。

上記からヒラメ刺網漁況は沖合海況の動向によって

決定され、生息域水温が間程度でも湧昇流また水移流

によって降温化の進んでいる期間の漁況は逆に昇温化

の進んで、いるときより好漁が期待できることがわかっ

た。石出は海谷付近が好漁場になると述べているが、

地形的に同域は異水系が接合しやすく海況的に漁場と

して好条件を備えていることからも裏付けている。

誠査を実施したのは夏期3ヶ月間の短期であり本文

はこの期間内にみられた現象について記しているにす

ぎず、ヒラメを一律的なものとして処理したことにも

問題があろう。
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要約

1 )刺網によるヒラメ漁況の短期変動と環境水との

関係を明らかにする目的で50年 6~8 月の 3 ヶ月間鴨

川市太海地先漁場で、調査を実施した。

2 )漁場の生息域(水深1O~50m) 水温と漁況との

関係は、その時点での水7昆{直だけでは関連性は捉えら

れないで調査期間中13~23"C台で漁獲はみられている。

しかし、好治、は14~17"C台の低温時にみられた。

3 )生息水温が前日よりも低 Fすると漁獲は前日を

上まわり、逆に界視すると下まわる傾向がある。また、

長期間にわたって連続して降混をつつ、けると好1魚が期

待出来る。

4 )短期日での水視の昇降が激しい不安定な海況時

ほど安定している海況時より好漁が期待される。

5 )黒潮の雌岸、沿岸海域にむける湧昇itまたは冷

水の移流は好漁が期待され、逆に黒潮の接岸、沿岸海

域の沈降流または暖水の移流は不漁が予想される
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漁場における底層(16~18m) 水温と 1 日 I 隻

あたり漁獲量との関係
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漁場における底層 (16~-18m)水温の昇降と

漁獲量の増減との関係

仁コ:漁獲量、前日を上廻る

~:湘輩量、前日を下廻る
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石田の報告によるとヒラメ成魚の生活年周期につい

て概略下記のことが論ピられている。外房におけるヒ

ラメ刺網漁且月は主産卵期の 2-7 月で盛漁J羽は 4~5

月である。漁場は水深30~50mの急深の所で、産卵後

には沖合の深層に移動分散する。すなわち漁場は産卵

場付近に形成されると推測されている。成長(VON 

Bertal anffyの成長式)は 1年魚てや33.6cm、2年魚で

44.4cm、3年魚で53，7cm、4年魚で61.7cm、5年魚、で

68.7cmで産卵の主群は3年魚だが、刺網の主対象は 1、

2、3年魚が中心となる。しかし、漁期が進むにつれ

て漁獲されるヒラメのモードが変ることが指摘されて

いる。このことからも論議をより具体化するためには



11 

秋季大会講演要旨(1974)

12)西山勝暢:伊東海洋気象観測塔にわける水温変

動について.水産海洋研究会報， 27， 39~48 (1975) 

10)千葉県水産試験場:i魚海況速報，昭和50年第20

~40号 (1975)

11)岸道郎:伊豆東岸の沿岸湧昇，
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50年 6~9 月上旬における 1 日 l 隻あたり漁獲量と|司時期の鴨川沖合域における

水温イソプレット

~ 
(水温資料，沿岸定線調査結果および第2ふさみ丸のI魚場調査で、のB.T観

測結果を用いた。)
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附表 1.その 1 定点観測結果表
50年6月

子型空 観測時間 天 台支L 風向・風力 水深 m 表面水温℃ 底層水温℃ 潮流方向

1 0745 B NW2 17 18.2 17.7 S 

2 0800 BC NW1 17 20.0 19.6 S 

3 0800 C NW1 16 21. 7 20.3 N 

4 0745 BC NW1 16 20.7 20.0 S 

5 0805 R SW2 16 20.3 19.4 S 

6 0800 BC SW2 16 20.6 20.2 5 

7 0905 BC NW2 16 20.8 20.1 N 

8 0800 BC E 2 16 20.6 20.0 N 

9 0650 R NW1 16 20.8 20.1 S 

10 0650 BC NW2 16 20.4 20.1 5 

11 0600 BC NW2 16 20.5 19.3 S 

12 0750 BC NW1 15 20.9 19目l N 

13 0800 C NW2 15 22.2 21.6 5 

14 0800 C NW1 16 21. 8 21. 2 S 

15 0750 C→R NW2 16 21.9 20.8 S 

16 0650 C→BC NW1 16 21.8 20.9 N 

17 0650 BC SW1 17 22.5 22.5 N 

18 0800 C SW3 16 22.1 21.8 N 

19 0750 BC SW2 16 18.8 17.2 N 

20 0800 C NW1 16 18.9 16.5 S 

21 0750 C NW1 16 18.9 17.2 N 

22 0650 R NW3 16 19.8 19.2 N 

23 0800 BC NW2 17 19.1 18.0 N 

24 0740 C→ R SW2 17 19目2 18.2 N 

25 0800 C E 1 17 19.8 19.0 N 

26 0750 C SW2 16 19.2 18.8 N 

27 0730 C SW2 17 19.5 16.8 N 

28 0750 R SW2 17 18.8 16.2 N 

29 0800 C NW2 16 20.0 17.2 N 

30 0810 BC NW2 17 20.8 19.6 5 
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50年7月

子司里 観測時間 ヲミ Aヌn. 風向・風力 水?架 m 表面水温℃ 底層水温℃ 潮流方向

1 0700 BC NW2 17 20.5 19.2 N 

2 0800 BC NW3 17 20.2 19.0 S 

3 0800 BC E 3 17 21.3 20.8 S 

4 0800 R S W4 17 21.2 18.1 N 

5 0750 R SW2 16 20.4 17.2 N 

6 0730 C SW3 16 17.2 16.8 N 

7 0640 BC SW3 17 16目l 15.8 N 

8 0750 R SW3 16 15.2 14.7 S 

9 0800 BC SW3 15 15.2 14.5 5 

10 0750 C SW2 16 15.8 15.4 N 

11 0800 C SW5 17 14.6 13.4 N 

12 0800 C SW5 17 14.2 13.5 N 

13 0720 C NW2 17 13目9 13.4 5 

14 0800 C NWl 16 17.8 17.4 S 

15 0800 R S W1 17 18.2 18.0 S 

16 0750 BC NW2 16 19目9 19目。 N 

17 0710 B SW1 16 19目。 18.3 N 

18 0800 B NW3 16 18.6 17.1 5 

19 0800 BC NW1 16 20.0 15.8 5 

20 0800 BC NW1 17 19.8 16.2 S 

21 0810 BC NW1 17 20目9 17.6 S 

22 0800 BC NW1 16 20.5 17.3 N 

23 0800 BC NWl 17 21.2 18.9 N 

24 0800 BC NW1 17 21.8 19目8 N 

25 0800 BC NW1 18 22.1 21.4 5 

26 0810 BC NW1 18 22.8 18.1 N 

27 0800 B SW1 18 23.0 18.3 N 

28 0820 B SW2 18 24.2 21. 2 N 

29 0800 BC SW2 17 23.5 21.2 N 

30 0800 BC SW2 17 23.9 21.4 N 

31 0800 BC SW1 17 21.4 15.8 

定点観測結果表その2附表 1
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50年8月

旨司空 観測時間 ヲミ 臼メ1 風雨iJ • )~，\力 水深 m 表面本語主℃ 底層水混℃ 潮流流向

1 0720 BC SW2 16 21.4 18.8 S 

2 0800 BC SW2 16 23.1 22.5 N 

3 0800 BC SW2 17 23.6 23.1 N 

4 0900 BC SW2 16 23.1 22.6 N 

5 0820 BC SW2 16 22.6 20.6 N 

6 0820 BC S¥九{2 16 18.5 17.5 N 

7 0820 C SW2 16 16.8 15.5 N 

8 0750 BC NW1 16 16.4 14.8 S 

9 0800 BC NW2 17 17.2 16.5 S 

10 0800 C NW2 16 18.0 16.7 S 

11 0800 B NW2 16 18.7 17.7 S 

12 0800 BC NW2 17 20.3 19.2 S 

13 0900 BC NW2 17 20.8 19.8 N 

14 0740 BC NW1 17 21.0 20.0 5 

15 0800 BC NW2 17 21.1 19.8 N 

16 

17 0810 B NW2 17 23.2 19目6 N 

18 0940 B NW1 16 23.4 19.8 N 

19 0810 BC Nv可1 16 23.0 19.8 N 

20 0800 BC NW2 16 21.5 19.1 N 

21 0720 BC SW2 17 20.0 17.6 N 

22 0850 C SW2 16 19.2 18.2 N 

23 

24 0820 BC NW1 17 18.2 16.5 N 

25 0820 BC NW2 18 18.2 16.7 S 

26 0810 BC NW3 17 18.0 16.5 S 

27 0820 BC E 2 17 18.8 18.8 S 

28 0820 BC NW1 16 20.6 20.4 S 

29 0830 BC NW1 16 21. 4 20.9 N 

30 0810 BC NW1 16 22.6 21.1 N 

31 0810 BC E 1 16 24.3 23.9 N 

定点観測結果表その3附表 1
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附表2. 50年6-8月における太見漁協管内船の刺緋lによるヒラメ漁獲量

九二 6 月 7 月 8 月

隻数 漁獲量kg 隻 数 漁獲量l培 隻 数 漁獲量kg

1 1 l 4 50 

2 1 4 4 52 

3 1 5 1 1 4 35 

4 1 6 1 3 4 44 

5 2 9 4 34 

6 4 49 

7 2 12 3 64 

8 3 74 

9 2 9 4 53 

10 2 4 3 7 4 40 

11 1 4 1 7 4 20 

12 2 6 l 3 4 35 

13 1 5 2 10 2 11 
トー一一一一一

14 1 4 3 9 4 26 

15 1 7 2 12 4 47 

16 1 5 l 5 l 5 

17 1 1 3 28 

18 1 3 4 34 

19 4 36 

20 2 9 4 49 3 33 
ト

21 1 I 2 12 5 77 

22 4 31 3 16 

23 4 38 

24 3 日 4 13 

25 4 24 6 119 

26 1 5 4 30 7 56 

27 3 10 5 41 

28 3 16 2 7 8 72 

29 l 2 2 17 7 78 

30 3 12 7 68 

31 3 56 7 85 

メIコ三、 33 133 64 447 115 1，285 

月1隻平均 4.0 7.0 11. 2 

; 


